
ｊ

　

い
た
も
の
で
、
詩
は
極
く
少
な
い
。
元
代
の
楽
書
が
ま
る
で
近

弘

　
　

頃
書
い
た
や
う
に
濃
い
１
　
色
を
呈
し
て
ゐ
る
の
に
、
清
代
末
の

　
　

光
緒
位
の
が
案
外
前
え
か
ｘ
つ
だ
例
が
あ
る
所
か
ら
見
れ
ば
、

　
　

察
書
に
も
１
　
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
ら
し
い
。
金
代
の
は
多
く
の

　
　

場
合
大
定
の
年
胱
の
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
気
づ
か
た
か
っ

　
　

た
。
大
定
の
中
で
は
第
二
音
目
に
「
大
定
４
　
一
年
八
月
初
五
日

　
　

…
…
」
と
あ
っ
だ
の
が
最
古
の
一
例
ら
し
く
思
へ
た
。
勿
論
精

　
　

査
す
れ
ば
更
に
古
い
の
が
見
出
し
得
ら
れ
る
だ
ら
う
が
。

　
　
　

以
上
、
内
部
で
見
た
所
を
略
記
し
た
。
外
部
で
附
言
し
た
い

　
　

の
は
、
萬
部
華
敲
経
塔
と
刻
ん
だ
初
４
　
の
入
口
上
部
に
あ
る
篆

　
　

額
が
、
ど
う
兄
て
も
民
國
十
口
年
の
石
砕
の
文
字
と
よ
く
似
て

　
　

ゐ
る
の
で
、
同
年
重
修
の
時
に
加
へ
た
も
の
ら
し
く
、
従
っ
て

　
　

塔
の
名
孵
の
根
球
と
し
難
く
思
は
れ
る
鮎
で
あ
る
。
ま
た
昨
年

　
　

観
察
が
不
十
分
だ
っ
た
土
城
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
亦
調
査
が

　
　

殆
ん
ど
出
来
た
か
っ
た
。
し
か
し
注
意
し
て
見
る
と
塔
は
土
城

　
　

内
の
西
北
隅
に
あ
り
、
北
側
の
土
苧
か
ら
約
百
米
位
離
れ
て
ゐ

　
　

る
や
う
で
あ
っ
た
。
土
桑
と
言
っ
て
も
高
さ
一
米
餓
に
過
ぎ
な

　
　

い
の
で
、
殆
ん
ど
そ
れ
と
気
付
か
た
い
程
度
で
あ
る
。
し
か
し

　
　

嘗
て
は
可
成
り
明
瞭
だ
っ
た
ら
し
く
、
’
現
在
の
軍
用
地
圖
に
も

　
　

土
城
が
記
載
せ
ら
れ
、
一
過
約
五
百
米
位
も
あ
っ
た
や
う
で
あ

る
。

　

附

　

記

　

今
慶
の
調
査
に
は
吉
田
部
隊
の
方
々
や
電
設
會
祀
の
方
々
に
少
な
か

　

ら
ぬ
御
骨
折
を
賜
は
つ
仁
こ
と
を
感
謝
し
、
ま
た
同
行
せ
ら
れ
鎧
満

　

餓
の
安
斎
ホ
二
氏
、
小
沼
正
氏
に
も
御
世
話
に
な
つ
た
こ
と
を
御
優

　

申
し
上
げ
る
。

　
　

肯
ほ
厚
和
の
ラ
マ
寺
に
つ
い
て
も
訂
正
及
び
疸
記
し
包
い
こ
と
が

　

多
い
が
、
そ
れ
は
別
に
建
築
雑
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
仁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
四
年
十
月
末
稿
）

58－

〔
北
京
通
当

　

一

　
　

日
下
南
支
方
面
談
行
中
の
小
野
學
士
よ
り
十
一
月
十
日

　
　

付
、
南
京
疲
に
て
左
の
如
き
便
り
あ
り
、

　

筆
不
精
な
の
で
逡
に
も
の
を
書
く
こ
と
が
い
や
に
な
り
、
見

れ
ば
見
た
だ
け
、
聞
け
ば
聞
い
た
だ
け
と
云
っ
た
次
第
、
郡
耶

で
下
車
し
、
古
趙
械
を
極
め
ん
と
し
た
が
警
備
の
都
合
が
っ
か

な
い
の
で
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
ひ
な
が
ら
途
に
断
念
。
彰

徳
で
は
再
び
殷
墟
に
行
き
更
に
鄭
祁
を
一
瞥
、
開
封
で
は
忙
が

し
い
一
日
の
見
學
。
博
物
館
、
其
他
狙
太
人
の
子
孫
な
ど
を
訪

ふ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
徐
州
も
亦
貿
に
忙
し
く
、
東
波
の
賦

碑
な
ど
ロ
ー
ソ
ー
ク
を
と
も
し
て
見
る
と
云
ふ
有
様
。
水
野
兄
と

別
れ
、
鮮
埠
か
ら
南
京
に
至
り
ま
し
た
。
南
に
来
る
に
従
っ
て

気
温
も
高
く
、
冬
仕
度
で
は
暑
さ
を
感
じ
ま
す
。
南
京
は
今
度

随
分
爆
撃
を
受
け
、
痛
ま
し
い
程
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
然
し

復
興
気
運
は
盛
ん
で
、
さ
す
が
大
都
市
だ
と
は
思
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
十
頁
へ
縦
く
）

ゝ
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j詔

石
言
回
付
♂
川
某
蒜

１
肖
記
混
作
付
－

　　

･･●･
レ

7k

具
緊
司
章
山
容

あ
る
が
、
い
づ
れ
も
め
つ
だ

に
た
い
も
の
で
あ
る
。
宋
以
後
の
硯
銘
な
ど
は
い
ま
に
俳
る
も

の
至
っ
て
多
く
一
々
あ
げ
き
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　

’

　

の
『
金
石
葦
編
』
巻
七
十
に
「
大
唐
虜
郷
令
劉
前
幡
竿
銘
」
が
あ
る
。

　

⑦
「
宣
相
寺
石
幡
竿
題
字
」
。
『
仮
字
訪
砂
録
』
俗
六
箸
録
。

　

③
「
王
扱
池
幡
竿
石
側
題
字
」
、
『
仮
字
訪
め
録
』
巻
八
、
山
東
泰
安
に

　
　

あ
る
。

　

④
「
宣
和
三
殿
幡
竿
石
座
題
字
」
は
『
畳
字
訪
砂
録
』
巻
八
箸
訟
、
山
東

　
　

泗
水
に
あ
る
。

　

⑤
「
宋
法
喜
寺
周
良
弼
幡
竿
石
胆
名
」
（
『
金
石
句
日
分
編
Ｉ
谷
七
、
海

　
　

甕
噺
の
條
著
銀
』

　

⑥
石
焼
亮
頌
（
天
賓
十
’
一
載
）
「
八
瓊
室
金
石
納
正
」
巻
五
十
八
）

　

⑦
『
金
石
彙
口
分
編
』
巻
十
之
三
、
諸
械
の
條
に
「
宋
蔡
深
施
蓮
花
石

　
　

経
記
」
及
「
宋
青
州
客
王
栓
施
石
経
記
」
を
著
録
す
る
。
何
れ
も
大

　
　

中
祥
符
元
年
の
も
の
で
あ
る
。

　

⑧
葉
昌
熾
の
石
香
耀
の
條
參
照
。
（
『
語
石
』
巻
下
）
。

　

⑨

　

「
超
化
寺
石
香
地
讃
」
は
『
八
瓊
宝
』
巻
八
十
に
録
文
が
あ
る
。

　

⑩
［
李
賓
彦
石
香
就
記
］
（
『
衰
字
訪
碑
』
録
巻
五
）
葉
氏
も
之
を
引
い
て

　
　

ゐ
る
ｏ

　

⑨
葉
氏
は
石
盆
の
條
の
例
に
こ
の
雪
浪
盆
を
詳
述
し
て
ゐ
る
。

　

⑩
「
金
石
彙
目
分
編
」
谷
十
之
三
、
披
駆
の
條
に
城
東
北
の
天
斉
廟
の

　
　

「
末
石
盆
紹
聖
二
字
」
ヽ
を
載
せ
る
。
之
に
よ
れ
ば
旱
に
翻
聖
の
年

　
　

胱
あ
る
の
み
、
馬
衡
が
紹
聖
二
年
と
し
た
の
は
誤
ら
し
い
。

⑩
同
巻
に
同
三
官
廟
の
宋
宣
和
石
盆
刻
字
を
著
す
る
。

○
同
十
六
経
州
麹
遺
の
條
に
「
宋
李
柴
石
盆
題
字
」
（
嘉
定
□
□
稀
）
を

　

著
録
す
る
。
馬
氏
の
石
盆
が
之
と
同
物
か
ど
う
か
月
ら
ぬ
。

⑩
「
怜
太
康
九
年
石
催
」
は
山
東
費
断
の
出
土
で
「
古
石
抱
守
録
」
に
拓

　

影
さ
れ
る
。

⑩
太
不
興
國
三
年
水
痘
題
字
は
「
あ
風
堂
金
石
目
」
谷
八
に
著
録
せ
ら

　

れ
る
。

⑥
哭
式
非
の
『
金
石
俯
目
分
編
』
巻
十
之
二
費
懸
の
條
に
金
栗
山
石
題

　

字
」
’
を
著
録
し
、
万
耳
妬
元
年
間
九
月
十
三
日
と
記
し
て
ゐ
る
。
馬

　

氏
の
年
記
は
誤
ら
し
い
。

（
五
八
頁
の
北
京
信
通
よ
り
戦
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　

‘

目
抜
き
の
場
所
は
殆
ん
ど
邦
人
の
占
む
る
と
こ
ろ
、
然
し
人
口

は
未
だ
七
千
ぐ
ら
ゐ
だ
と
か
。

　

巡
よ
く
自
動
車
が
借
川
出
来
て
い
市
内
の
大
鼓
を
見
物
し
ま

し
た
。
明
の
故
宮
趾
が
割
合
に
残
っ
て
居
る
の
で
、
一
日
を
そ

れ
に
費
し
度
い
と
思
っ
て
居
ま
す
。

　

中
支
建
設
整
備
資
料
所
を
も
瞥
見
し
ま
し
た
。
標
本
類
の
部

と
回
書
部
と
に
分
か
れ
て
居
り
ま
す
が
、
前
者
は
中
央
研
究
院

の
も
０
と
古
物
休
存
所
の
も
の
で
す
。
・
殷
墟
の
も
の
ゝ
外
大
し

包
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
後
者
は
金
目
の
も
の
が
な
く

な
っ
て
居
ま
す
。
然
し
殷
墟
の
も
の
は
未
だ
別
に
あ
る
由
で
す
。

図
書
部
は
昔
地
質
研
究
所
を
以
っ
で
あ
て
其
書
は
南
京
に
於
け

る
廿
敷
ヶ
所
の
書
を
集
め
た
も
の
と
云
ひ
、
八
十
萬
冊
ぐ
ら
ゐ

あ
る
山
、
漢
籍
中
薔
書
は
八
千
巻
檎
や
内
閣
回
書
部
（
名
前
は

小
生
自
栴
）
の
も
の
が
主
と
な
っ
て
居
る
が
、
良
書
は
な
い
ら

し
い
。
一
見
地
方
誌
が
多
い
が
或
は
こ
れ
が
北
京
国
書
館
移
換

の
一
部
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
（
七
五
頁
へ
綾
く
）
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j邱

る
結
巣
ぱ
大
著
の
補
遺
に
現
は
れ
る
と
云
ふ
。
。
夫
人
は
夫
君
の

内
助
の
役
ば
か
り
で
な
く
ヽ
仕
事
に
對
し
て
も
勤
勉
な
る
助
手

で
あ
っ
た
。
言
語
研
究
に
は
必
須
の
儀
破
風
俗
の
調
査
に
つ
い

て
は
、
婦
人
た
る
の
特
疲
を
以
て
よ
く
土
人
の
家
庭
に
出
入
し

て
調
査
を
し
が
。
本
書
は
夫
人
が
そ
れ
ら
の
見
聞
を
記
し
た
の

で
あ
る
。
篇
を
分
っ
こ
と
三
、
章
を
別
つ
こ
と
二
」
Ｌ
八
０
　
第
一

篇
は
ギ
ル
ギ
″
ト
時
代
の
概
略
に
か
ら
再
び
車
行
す
る
の
縁
起
を

記
し
て
あ
る
。
第
二
篇
は
東
方
へ
の
族
行
記
。
第
三
篇
は
ハ
ン

ザ
地
方
で
の
生
活
記
録
で
あ
る
。
こ
ｘ
で
詳
細
に
パ
ン
ダ
の
生

活
風
俗
習
悛
儀
磯
友
ど
の
見
聞
を
記
録
し
て
ゐ
る
の
で
、
名
助

手
た
る
を
彷
彿
に
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
除
事
で
は
あ
る
が
、
既

‘
に
彼
等
錨
國
の
日
も
近
づ
く
頃
に
、
北
京
を
立
っ
て
中
i
ｓ
を
旅

行
し
っ
Ｘ
あ
っ
た
ピ
イ
タ
ア
ー
フ
レ
ミ
ン
グ
の
躍
跡
が
不
明
と

な
っ
て
、
タ
イ
ム
ス
新
聞
の
請
ひ
に
よ
り
之
を
捜
索
せ
ん
と
気

を
も
む
内
に
、
フ
レ
ミ
″
グ
が
ス
キ
イ
と
ホ
ツ
ケ
イ
の
國
際
選

手
モ
フ
ー
マ
イ
ヤ
ア
ル
嬢
と
共
に
異
様
の
風
態
で
颯
爽
と
ハ
ン

ザ
ヘ
乗
込
ん
で
く
る
話
が
あ
っ
て
、
頗
る
面
白
い
。

　

本
書
は
こ
ん
な
著
書
で
あ
る
の
で
、
別
に
直
接
東
洋
史
界
に

開
係
あ
る
記
事
が
あ
『
る
の
で
は
な
い
。
口
（
一
夫
人
が
東
洋
語
學

者
の
夫
君
を
助
け
て
生
活
す
る
記
録
と
し
て
少
が
ら
ざ
る
興
味

が
あ
り
、
且
つ
は
中
佐
が
研
究
調
杏
し
た
印
度
西
北
部
地
方
は

極
東
史
家
に
も
開
心
さ
れ
る
べ
き
土
地
だ
か
ら
、
共
地
方
の
見

聞
記
も
さ
う
打
棄
て
ふ

思
っ
て
、
劉
覧
の
緑
、
こ
の
書
の
出
刊
を
報
す
る
次
第
で
あ
・

る
。
〔
石
演
純
太
郎
〕

（
七
十
頁
の
北
京
通
信
よ
り
綾
く
）

　

椴
案
類
は
標
本
部
の
方
で
見
ま
し
た
が
″
さ
う
大
し
た
徽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
或
は
不
注
意
か
と
も
思
ふ
が

圖
書
部
に
は
な
か
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
も
亦
軍
機
處
開
係
の
も
の
は
一
つ
も
な
い
と
云
ふ
様
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
上
海
で
渡
涜
君
に
で

も
會
っ
た
ら
も
う
す
こ
し
よ
く
聞
い
て
置
き
ま
せ
う
。
狙
圖
書
部
に
は
宜
録
の
一
部
が
残
っ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
も
事
僥
で
若
干
か
け
竹
由
。
今

の
と
こ
ろ
朝
天
宮
に
あ
る
約
三
千
箱
と
か
の
も
の
が
問
題
で
す
が
、
元
来
は
二
萬
と
か
だ
っ
た
さ
う
で
す
か
ら
撒
な
も
の
は
な
い
の
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
か
。
（
下
略
）
。
…
…
…
附
記
こ
れ
に
よ
る
と
山
と
積
み
出
さ
れ
た
北
京
の
文
物
も
ど
う
や
ら
今
は
南
京
に
は
な
い
ら
し
い
。
丁
度
こ
の
便

り
を
貰
っ
た
一
雨
日
前
、
故
宮
の
方
甦
生
君
か
ら
「
南
遷
し
た
故
宮
の
文
物
は
大
方
日
本
に
渡
っ
竹
と
い
ふ
話
を
聞
い
竹
が
、
鍔
伶
の
程
を
知
ら

だ
Ｊ
い
か
」
と
聞
か
れ
「
そ
ん
な
こ
と
は
萬
々
あ
る
ま
い
」
と
言
っ
て
お
い
た
と
こ
ろ
で
彼
此
思
ひ
合
せ
て
些
さ
か
わ
び
し
い
。
今
こ
そ
北
京
に
か

へ
し
て
ほ
ん
た
う
の
利
用
價
値
を
登
揮
し
得
る
様
な
組
織
も
可
能
な
時
だ
と
思
ふ
の
だ
が
。
（
一
四
、
一
べ

　

一
六

　

今
西
記
）
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